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{背景;…般的に，全身持久性は呼気ガス分析により
総定され，護愛繋摂取驚 (¥102)• ニ絞化炭素排出撃
(¥1C02)および換気蚤(すりを用いて評鈍される.
¥102. ¥1C02およびVEはトレーニングプログラムに用
いられるため，分析の鱗使性，経済性および泌総務疫
を務めることが議まれる.呼気ガス分析にはダグラス
ノ〈ツグ法 (DB法)と全自動分析法が挙げられる.設tIJ
定の簡便性および無験禁性代謝総鰭の判定から全自動
分析法が普及しているものの，ヌミ常状態の総定には
ひ8法の練度が高いと考えられる.最近では，携策式
全自動分析器が開発され， E室外などでの測定に痛いら
れ，その総定精度が検託されている. しかしながら，
これまでにDB法との比較による携帯式会自動分析務
の測定鴇授の報告は行われていない.(日約}本研究は，
DB法による説。定{惑を妥当基準として，箆子信1]1却可変
サンプリング髭方式を探煎した呼吸代務総2包装議
V02000の測定精度を検証することを 8的とした.
{方法i被験者は健常成人努性8名 (25土1.3歳. 172 

土4.9cm，68.7土8.27kg) であった.絞験者らは自転
車エルゴメータを用いた多段階負荷テストをダグラス
バッグテスト (DBテスト)， V02000による全自動法
(V02000テスト)をそれぞれl[道行った.多段階負荷

テストは 1分間の無負荷ベダリング遂毅jの後， 3分毎
に60，120およr1180wattsと負荷を増加させた. DBテ
スト:各負袴段階の最終1分間の呼気ガスを採取し，
乾式ガスメータにより瀦盤した.呼気ガス盤は気EE，
ガスi訟を用いてATPSからBTPSへの変換を行った.ま
た，採気した呼気ガスの一部をサンプリングし， 02 
濃度， COz濃度を測定し，愛素補正を行いt STPDと
の積より各運動負荷段絡に対応するむ02. なC02を算
出した. V02000テスト:遂動負荷テストを通じて連
続的に呼気ガスを採取し，各選数負荷の簸終1分間に
対応するψ02. 守C02およびすEを算出した.測定精度
は基準関連妥当性と等鎖性から検討した. DBテスト
成綴を妥当基準としてV02000テストの恭携関連妥当
性は穏関係数により検討した. i湾テストの等{語伎の検
討には事対応のあるティ検定を行った.有意水準はす
べてP<.05とした. [結果および考察1DBテスト成綴
を妥当基準にしたV02000テスト成綾の報関係数は，
VOz， VC02およびVEにおいて， r=0.97， 0.98， 0.96 
を示し (p<.05)， V02000は高いきま準関連妥当性を
有することが示された.また. V02 • 令C02および
VEの等犠牲を検討したところ，全ての変数において
愛は認められず (p) .05)， V02000のDBテストに対
する等{活性が確怒された. DBテストに対して高い基
準語高速妥当性および等儲性を満たしたことから，
V02000は高い滅定精度を苓することが検絞された.
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